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├［作らずにはいられない（6）］ 「鳩との知恵比べ」♪ 

├［サークル紹介］「不登校・ひきこもりの子を持つ親の会 カモミール」♪ 

├［枚方にゆかりの本］ 「歌集 薄暮の庭」中馬田鶴子著♪ 

├ かおりのひとりごと 「どうしたら？」♪ 

├［ブログ連動連載 言いたい放題！アッキー28号］ 

絶対いやっ！ 送迎母は降りまする♪ 

├ 編集局より／ＬＩＰ配布場所／会計報告    

「ＬＩＰ編集局」 http://www.love-dugong.net/lip/ 

 

連絡先 

メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL：070-5653-6913(18 時以降) FAX：020-4665-8668 

郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

今号から「うちのともくん」開始します。
不定期連載予定です。 
作者「まめちん」さんの自己紹介。 

『長男４歳、次男２歳のママ。やんちゃ坊
主の子育て奮闘中。次男はダウン症で寝屋
川の療育園へ母子通園してます。趣味は手
芸や粘土…ですが、今はなかなか自分の時
間が取れず、お預け状態です。』 



（作らずにはいられない）       ＬＩＰ ２０１１／０２ 

〈２〉 

わたしは鳩を嫌いではない。いや、むしろ愛好して
いた部類だろう。 
少年時代には伝書鳩ブームがあり、何羽も飼育した

経験もある。飼っていた鳩たちを段ボール箱に入れ、
自転車で思い切り遠くまで連れて行き、放すと同時に
ダッシュで自宅の飼育小屋まで駆け戻ると、鳩たちは
いつも何食わぬ顔で小屋の中でエサをついばんでい
たものだ。 
そんなわたしだが、今はマンション住まいとなり、

悲しいことだがベランダにやってくる鳩たちとは犬
猿の仲だ。 

早朝、鳩たちの鳴く声で目が覚める。ベランダに所
構わずフンの山を作ってくれる。少し油断をしている
と、営巣して卵を産んでくれる。 
なにしろ、マンション住人のわたしたち家族は、昼

間はほとんど外出している生活パターンだ。昼間の時
間を丸々使える鳩たちに比べて、時間的に圧倒的に不
利である。 
鳩が常駐するベランダにしてしまうと、そこを拠点

として隣近所にも進出するヤカラも増えてくるため
近所迷惑でもある。う～ん。 
なんとかやんわりとベランダからご退去願えない

ものか。なかには、ベランダを防鳥網で完全に囲って
おられるところも見かけるが、布団干しなどが不便に
なるし、解放感が損なわれる。ちなみに拙宅の正面に
は意賀美神社があり、この景観は家族のお気に入りだ。 
そこで《作らずにはいられない》わたしの出番とな

った。 
安価・景観を損なわない・鳩を傷つけない、という

キビしい条件付きだ。 
最初に着眼したのは、ベランダを訪れる鳩たちがま

ず最初に止まる平らなコンクリート製手すり。この上
に止まれないようにしたらどうか。百円ショップで猫
除けとして販売されていた樹脂製の、剣山のようなト
ゲトゲのものを購入。「猫を傷つけません」と書いて
あるので鳩も傷つくことはないだろう。 
手すりの上と、二番目によく乗るエアコン室外機の

上を、トゲトゲにしてみる。クッション付き両面テー
プで接着し、落下防止のため、さらにヒモで手すりに
くくりつける。結果はすぐに出る。待つこと１０分程
度。鳩は最初こそ戸惑った様子だったが、二度目から

はまったく気にする様子もなく、わたしの完敗。 
知恵比べでニンゲン様が負けてなるものかと、もう

少し高度な技術を求めてネットで調べていると、あり
ました！ 「鳩は方位を知るために頭部に磁石を持ち、
磁界の乱れを嫌う」 なるほど。 
そんな状態を作るためには、強力磁石がベランダで

常に動いている必要がある。安価にその条件を満足さ
せるためには、風力の活用だと思いついた。よく畑な
どで見かけるペットボトル風車を作り、それに磁石を
貼り付けてやれば、うまくいくのでは？ さっそく工
作してみる。 
しかし、簡単そうに見えて、ペットボトル風車も奥

が深い。なかなかうまく回らない。やっとうまく回っ
たと思っても、磁石を貼り付けるとバランスが崩れて
回りが悪くなる。それでもなんとか回るものを作りあ
げて、ベラン
ダに設置。ま
た待つこと数
十分。鳩たち
は、嫌がる気
配もなく、ま

ったく効果がみられない。（※注 ネット上には効果絶大
という報告もあったので、もっとうまく工作して勢いよく回る
ようなものができれば効果が現れるのかも知れません。） 
もうこうなると意地である。いろんなツテで情報を

集める。持つべきものは友だ。職場の連れから有力情
報が得られた。手すりの上にヒモを張るだけで効果絶
大だとテレビ番組でやってたらしい。 
万事休していたわたしは、半信半疑ながらやってみ

た。ベランダの手すりの端から端まで、手すりの１０
センチ程度上に、麻のヒモを張り、これまた待つこと
１０分程度。すると、いつものようにやってきた鳩が、
手すりに止まる寸前にヒモを見つけ、あわてて一時停
止。しばらくホバリングして迷っている風だったが、
結局止まれず、引き返したではないか♪ 
ヒモ１本という、シンプルかつ安価な方法で、鳩を

傷つけることもなく、ベランダからの景観を損なうこ
ともなく、鳩たちにご退去願うことができてしまった。
びっくりする効果だが、鳩たちも賢いようなので、学
習してヒモをクリ
アする賢鳩も出現
するかもしれない。 
そんな時のため

に、さらに良い方法
を知っておられる
方が居られたら、ぜ
ひご教授願いたい
と思っている。 
 

文／わたなべ 絵／まめちん（ＬＩＰ） 

 人類は“作る”動物だ。石器時代から営々
と、自らの手を使い、様々なものを作り出
し続けてきた。あふれるほどのモノたちが
簡単に手に入る文明の時代に生きる私たち
だが、ふいに先祖返りのように“作る”衝
動におそわれるときがある。 
 このシリーズは、そんな「作らずにはい
られない」、ひとりの男の記録である。 



（カモミール）            ＬＩＰ ２０１１／０２ 

〈3〉 

カモミールは、平成 9 年メセナひらかたで開催さ

れた不登校の講座をきっかけに作られた親の会です。

結成時から継続してカウンセラー本多利子先生に、

指導・協力していただいています。 

 

「待つしかない」不安の中で出会った親の会 

私の娘は10年前、小学校の卒業を前にした2月か

らその後の中学 3 年間を不登校の状態で過ごしまし

た。誰にでも起こりうるとされる不登校でも、わが

子がなると親は焦ります。どんなに叱っても懇願し

ても動きません。学校、病院、家庭相談所をはしご

し、本を読みあさって出た答えが「待つしかない」。

でもいつまで続くのかという不安、子育てを振り返

り自分を責める日々は、真っ暗なトンネルの中にい

るようでした。 

そんな時出会ったのがカモミールです。同じ立場

という安心感から、泣きながら話すのを聞いてもら

った初参加の日。その後、本多先生とメンバーには

今日に至るまで支えられています。 

 

仲間と語り合い、「子どもを信じて見守る」こと 

不登校は10 人いれば10 通りでそれぞれに違いま

すが、多感な思春期に学校や集団に違和感を持って

登校できない状態です。他者との関わりを考えたり

自分を見つめるために、学校（社会）と距離を置く

ことが必要なこともあります。子どもは自分で大丈

夫と思ったら必ず動き出します。親は子どもを信じ

て見守るだけ、急かしたり責めたりしては、安心し

て休むことができません。 

この期限のわからない見守る作業は辛いものです

が、仲間がいると心強いです。カモミールでは、同

じ経験をしているから安心して話せる、共感できる

場であることを大切にしています。自分のことを整

理して話し、人の意見を自分と重ね比べながら聞く

ことによって、得られる気づきや学びはたくさんあ

ります。子どもや学校との関わり方を見直すことも

できますし、親自身が自分を見つめなおし、新しい

道に進んだ人も少なくありません。 

 

「親のエンパワメント」で、きっと変わる……！ 

親が元気になれば子どももきっと元気になります。

あの時間がなかったら今の自分はないという経験者、

子どものおかげで変われたという親、カモミールで

はそんな人たちのまぶしい笑顔をたくさん見てきま

した。今しんどい思いをしているお母さん、笑顔に

なる日が必ずやってきます。一人で悩まないで、共

に子どもに寄り添いながら自分自身もエンパワメン

ト（内なる力を発揮すること）していきましょう。 

ＬＩＰ読者の皆さんには、もし近くのお子さんが

不登校をしていたら温かいまなざしを向けてほしい。

そして、「カモミールっていう不登校やひきこもりの

親の集まる場があるらしいよ」と伝えていただけた

ら幸いです。 

├中谷範子（不登校・ひきこもりの子を持つ親の会 

カモミール）  イラスト・Aoi 

不登校・ひきこもりの子を持つ親の会 カモミール 

定例会 毎月第1日曜日 午後2時～4時半 

      第3土曜日 夜7時～9時 

場所  メセナひらかた会館 

参加費 1回300円 

連絡先 072－832－5591 （中谷） 



（枚方にゆかりの本）         ＬＩＰ ２０１１／０２ 
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『歌集 薄暮の庭』は、十一年前に発行され

た短歌集。著者は、私の家のすぐご近所にお住

まいの中馬さんです。目がご不自由ですが、大

阪市立盲学校に勤め、仕事・子育て・家庭とフ

ル回転で生きてこられました。退職後盲導犬を

連れて外出されるお姿を時々お見かけします。

趣味は短歌、そして、今はもうやめられたそう

ですが、マラソンも。伴走者と共にホノルルマ

ラソンを二度も完走されたというファイトの方

です。 

生活の中で「折りに触れ口をついて出た」と

いう数千首の中から選んで歌集におさめられた

約 800 首の作品のうち、最初の方は、子ども時

代のことを振り返ってうたったもの。その中に

見られる厳しさ、世の中の差別ということには、

胸が痛む思いです。負けるもんか！ と、とに

かくがんばって生きてこられたのですね。「私ら

は暗くなっても、庭の草むしりはできるから」

と昔言っておられたよ、とはずっと近くに住ん

でいる義母がふと話してくれたことですが。 

1 頁に４首ずつずらっと並んだ作品を、ぜー

んぶ読まないと……と思うと、ちょっと負担に

感じられるかもしれません。一度はそんな読み

方をするのもよいのでしょうが、時間のある時

にぱらぱらと好きな頁を開いてみて、目につい

た作品を読んでみるのも、一つの方法かも。 

たとえば、今ぱっと私が開いた 25～26 頁に

は： 

子育て中につくられた短歌でしょうか。なん

だか胸がつまるような、それでも、そこから立

ち上がっていく強さというものを感じます。 

また、次に開いた 71 頁では： 

特に二首目、「たとえば一日でも、目が不自由

になったり耳が聞こえなくなったり、足が不自

由で歩けないような境遇になったなら、人はど

んなにか優しくなれるだろうに……」と書かれ

ていることには、ああ、本当に……となんとも

言えない気持ちになるのです。それでもそこで

とどまらず、すぐ次に、夫婦の絆があたたかに

つながれている様をうたい上げられる心の強さ。

本当に胸が打たれる思いです。 

「薄暮」は「はくぼ」と読み、「夕暮れ。くれ

がた。薄暗がり」という意味だそうです。『歌集 

薄暮の庭』は枚方の図書館やラポールひらかた

四階の福祉図書コーナーで借りることができま

す。点字本もあります。 

（豊髙明枝） 
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（連載エッセイ）           ＬＩＰ ２０１１／０２ 
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野添かおり 枚方市在住。神経難病脊髄小脳変性

症(の疑い)により、17歳の頃より車椅子生活。独自

の感性によるたとえで言葉を紡ぎ、鋭いながらも柔

らかさをもって斬り込むことを目指す。世の中を。

そして自分自身を。 

 

 ね、Ｔちゃん、一週間くらい？ まあ
でも、４月のはじめからついて行ってや
って、５月の連休までに行かないでいい
日が何日かできるかな、て。それからま
た、連休明けには少し行かないといけな
いと思うよ～」 
 
「そりゃ、最初は少しついていくよ～。
でもでも、そのうちすぐ、一人で行って
もらわないと。更年期で、老体よ。50
過ぎてる母が、障害持ってるからって、
高校生の子に、行こうという意思があれ
ば行ける人に、なんでよれよれのものが
ついて行ってやらないといけないの？ 
 
 何かあって、一人で行けなくなった
ら、即その時点で学校退学よ～。それで、
支援学校にすぐに入学はできないから、
宅浪、家で過ごすのよ～。それから４月
に支援学校に入学します」 
 
おや、私なりに、ちゃんと自分の意見持
ってるんだわー。 

「で、Tちゃんが高校に入学したとして、
４月からの送迎が必要になるでしょ
う？」 
 
Ｉ先生に言われた時、思わずすぐに言っ
ちゃった。 
 
「しないよ、そんなの！ 登下校の送迎
をしないといけないようなら、高校、行
かせない！」 
「あ、そーなの。そう決めているなら、
それでいいけど」 
 
「えー、だって、一人で行ける子や、て
言われてるし。私、そんな夜の学校に毎
日送迎なんて、無理。行けるなら、一人
で行かせる」 
 
「そりゃ、私も、３年４年ずっとついて
行く必要あるとは思わないけど。でも、
いくらなんでも、入学してすぐに、はい、
一人で行きなさい、では無理でしょう。
そうねー、５回で行けるようになる？ 

 

 
～高校に行きたいねん！ 障害生徒の「お受験」編～ 

【アッキー自己紹介】 自閉症の上の子は、中学三年生。
卒業後の進路をこれから決めねばなりません。いきいき楽
しく、彼なりの学びを豊かにするには、どんな学校に行け
ばいいのか？ いや、行けるのか！？ 今日も親子で「泣
き笑い」。どうぞ応援ください～！ 

2011/01/26 絶対いやっ！ 送迎母は降りまする 

言えてよかった。言ったからわかった
～！ 
 
Ｔちゃん！ わかりましたか～？ 母
が高校に何が何でも行かしたい、て送迎
つけて何もかも、てのじゃないよ～。 
 
一人で行けないなら、高校行けない。あ
んたんちにゃ、無理！ 
 
 
行け～～～～～！！ 
ひとりでっ！！！！！！！！！！！。 

⇒⇒⇒ 続きを読む... http://zz.tc/akkie 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１１／０２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

おはなしキューピット主催 ２回連続講座 

 時間  １０：００～１２：００ 

 場所  枚方市立中央図書館6階多目的室 

 費用  ２回1500円 

※1回のみの参加の方は、お問い合わせ下さい。 

※お問い合わせは、山本０７２（８６６）２４３４まで。 

２月 15 日(火) 

絵本をたのしむ 

✼よみかたりボランティアとして✼ 

３月８日（火） 

 こどもたちに絵本をとどける 

✼実際にえほんを手にとって✼ 

 

講師：齋藤壽始子（さいとう としこ） 

        児童文化研究会代表 

明るく楽しく元気にと、互いに影響を受

け合いながら、馬場洋介、赤坂淳子は福

祉施設で仕事をし、大好きな絵をこつこ

つと描き続けています。あふれる色彩と、

のびのび自由な心の表現をぜひ、ご覧く

ださい。 

わらべ亭（代表）吉田美紀子（072-857-8386） 

ぎゃらりぃ 西利祇園 

 京都市東山区四条通祇園町南側 京つけもの西利祇園店４階 

時間 11:00～19:00（金曜 20:00 迄／最終日 16:00 迄）075(525)7111 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１１／０２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

【メンバー募集】枚方「月桃の花」歌舞団 

枚方「月桃の花」歌舞団は、「命どぅ宝」を伝えるため、
エイサーを踊ったり、平和ミュージカル公演を行っていま
す。また、地域の祭りやイベント、学校や施設訪問等でエ
イサーを踊っています。元気の出る沖縄のエイサー、いっ
しょにやりませんか？ 
■練習日 
第1・3土曜日 平野小学校 午前10時～12時 音楽室 
第2・4土曜日 氷室小学校 午前10時～12時 音楽室 
※連絡先 090-7490-8989 （本田） 

【くずはのイベント情報】 
2月20日（日） 
10時～16時「樟葉宮みっけ市」（樟葉宮商店街） 
11時～14時「ちょこっとバザー」（ちょこっと） 
12時～「昔遊び（こま・お手玉・けん玉など）」 
（楠葉野田区公民館前）  チヂミ・甘酒もあるよ 
14時～16時「麗しのサブリナ」無料映画会 
オードリーヘップバーン主演（楠葉野田区公民館） 

連絡先：ちょこっと 072-856-9439 

【参加者募集】枚方・地域連携勉強会 ２月定例会 
在宅での看取りについて学ぶ勉強会 
在宅での医療・介護に取り組んでおられる方々の出会い

の場です。医者・訪問看護・施設関係者・介護サービス従
事者・家庭での介護者などどなたでも参加できます。 
■日時 ２月１９日（土）１５時～１７時 
■場所 在宅ホスピス あおぞら （枚方市駅前） 
サンプラザ１号館６階 TEL 072-844-4100 

■話題提供者  特別養護老人ホーム  
御殿山カーム施設長  坂口雅英 氏 

※連絡先090-5167-4600(医療ソーシャルワーカー 菊地) 

【参加者募集】「対立と向き合う」ワークショップ 
●日時：２０１１年２月１９日（土） 午後２時～４時 
●場所：ゆうゆうセンター ２階 体験学習室 
（ＪＲ河内磐船駅下車歩２分／京阪河内森駅下車歩６分） 
●講師：井村よしみさん 
●参加費：５００円 
●主催：憲法とくらしを考える会 
●連絡先：072-821-9696（辻） 
人がくらしていく中で“対立”は必ず起こります。暴力

や排除ではなく、いかに平和的に解決する視点と方法を身
につけるか。それぞれの立場を理解し、お互いに知恵を出
し合い、よりよい状態を作り出すにはどうしたらいいのか、
その方法について学びます。 

【参加者募集】「ダンスうぃずｂａｂｙ♪」 
 ２月２日（水）南部 １３：００～１４：００ 
  １４日（月）さだ １０：３０～１１：３０ 
  １５日（火）南部 １３：００～１４：００ 
★対象：首ずわり～抱っこしてもつらくない２歳前後の赤
ちゃんとパパ、ママ 
★参加費：すべて１０００円、先着１５名様です。 
★連絡０９０－８４８４－８０３４ 
   ｖ．ｃｈｉｚｕ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ 
ママ、パパが赤ちゃんを抱っこしてステップを踏むベビ

ーダンス。赤ちゃんの寝かしつけにも効果抜群！ 運動不
足解消にも。今までの育児＋たまにベビーダンス＝ちょっ
と楽しくなる♪ お待ちしております。 

地域・学校のイベントに！ 
超小型ポン菓子機で製造／販売引き受けます。 

問合せ： mikan-tnb123＠pdx.ne.jp（田邉） 

♪ フリーマーケット ♪ 
■２０１１年３月９日（水）１０：００～１５：００ 
フリーマーケットでは、衣類、食器、小物などなど販売します。

思わぬ掘り出し物があるかも？ 
リニューアルオープンしキレイになったお店です！ 無添加石

けん商品たち・手作り品も喜んでいるようです☆ 
ぜひ、お気軽にお立ち寄りください♪ 

 
無添加石けん商品（洗濯用・キッチン・手洗い・お掃除用・シャ
ンプー・ハミガキ など） 化粧品（化粧水・保湿クリーム・ハ
ンドクリーム など） 雑貨（衣服・食器類・財布・文具 など）
その他いろいろ用意しております。他の作業所さんの商品も…。 
■問合せ 
NPO法人パーソナルサポートひらかた 障害者労働センター 

（担当：今井・平岡） 
枚方市中宮山戸町10-12-101 メール pa-so@nifty.com 

TEL 072-848-0508  FAX 072-848-7920 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 67号 今号の発行部数 1400 部］ 

次号（３月号）は、２月 26 日（土）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
枚方市 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた 3F ウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 
☆ 北河内ボランティアセンター  [磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［南楠葉1 丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ たこやき・おこのみ けんちゃん  [大峰南町７－１スーパーワカバ内  072-859-4155] 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [西禁野2-4-17 第５松葉ビル 301  072-805-5252］ 
☆ ヘアーサロンかわむら  [長尾東町3-1-4  072-859-1601（予約優先）] 
☆ ソーイングの店 みなよし  [香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ 喫茶＆アンティークショップ Squirrel（スクワーラル）  [宗谷1-1-1  072-859-2475] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび 

 [南楠葉1-30-1 エクセレント辻ビル203 号室  072-856-9177] 
☆ 割烹 千鳥  [岡東町12-13 ひらかたさんぷらざＢ１Ｆ  072-843-8114] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [岡東町8-33 市民会館内  072-843-1122] 
☆ 食育ステーションまきの [牧野本町２丁目19-2  072-397-2111] 
☆ 社会福祉法人 心愛  心学塾作業所 [大峰元町１丁目21-5  072-859-9194] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 全労済大阪府本部 共済ショップ枚方 [大垣内町2-10-4 宮村第三ビル3F  072-804-5550] 
☆ 健康・福祉プラザ 助さん・たくさん [大峰元町1-1-1  072-858-8565] 
☆ エステのお店 ジョセフィンいじま [牧野阪1-23-5 牧野駅前デパート2F  072-851-8727] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [堤町10-12  072-843-1525] 
☆ マイウェイひらかた ワーク草笛 [藤阪天神町3-1  072-808-2031] 
☆ ミュージック・ケアハウス「花音」 [川原町3-1 クラウンビル４階  072-841-8822] 
☆ たかはま歯科医院 [津田駅前2 丁目17-1-108  072-896-1180] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 枚方市野外活動センター [穂谷4550 番地  072-858-0300] 
☆ 社会福祉法人くにみ会「清水園」 [津田873-2  072-896-1600] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [車塚1-1-1] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ぶらっとホーム・すがはらひがし [藤阪東町3-1-11  072-859-5005] 
☆ とくふうホーム [大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ Live Spaceむじゃき [新町1-3-17 ２Ｆ 京阪ジャズ協会内  072-396-6286] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [津田山手1 丁目24-1  072-808-4126] 
☆ 本とカフェ Benedetta  [町楠葉1-6-25 寺山ビル２Ｆ  080-6115-8133] 

そのほか 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955 072-696-3351] 
☆ 龍谷大学 深草学舎ボランティア・ＮＰＯ活動センター [京都市伏見区塚本町深草67  075-645-2047] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1 0774-88-5846] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2 0774-88-2394] 
☆ 福山すこやかセンター内 ボランティア活動センター [福山市三吉南2-11-22 084-928-1346] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手 [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内 075-982-3271] 
☆ 寝屋川市立市民活動センター 
☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ たこやき屋 中角 [交野市倉治３丁目52-1 072-891-4022] 
☆ レストラン ジュリア [交野市私部３丁目11-3-2 072-891-2288] 
☆ ＮＰＯ法人 ゆいむ（結夢） [交野市私部７丁目12-58 072-810-7880] 
☆ 作業所クローバー [交野市郡津５丁目9-3 072-894-4822] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所 市長公室 [交野市私部1 丁目1-1] 
☆ きさいち植物園ファンクラブ事務局 [交野市私市7-19-14  072-894-0840] 
☆ わくわく科学館 [交野市私市6-10-2  080-3819-7292] 

移動配布所 
☆ フンバルクイナ音楽隊 ―出前出張音楽隊― 

 [funbal＠mail.goo.ne.jp  090-6055-8312] 

★以前から紙面にほしかったマンガがつ
いに登場です♪ 「まめちん」さんの『う
ちのともくん』 お楽しみください。 
★好評連載中の『枚方の「共に学び共に育
つ教育」は今』は今月はお休みです。４月
号から再登場しますのでご期待ください。
なお、これまでの８回分の連載をまとめて
小冊子にしました。ご所望の方は連絡くだ
さい。１冊300円です。 
★枚方市の機関紙コンクールに応募した
ところ、「企画賞」をいただきました♪ 
枚方市駅のふれあいホールにて、２月 18
（金）～23（水）まで参加作品の展示が行
われます。（ｗ） 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

61009 前号から繰り越し 

5000 もぐらの目出版記念寄付 

1000 LIPブックレット寄付 

3150 LIPブックレット1売上 

1760 共に学ぶ小冊子売上 

1 利子 

960 郵送代寄付 

12000 広告代 

3000 応援団 

▼2660 郵送代 

▼4639 12月号印刷代 

▼573 文房具 

▼598 封筒 

79410 計（次号へ繰り越し） 

 

いつも応援ありがとうございます！ 

 

子どもをみつめる市民の会／氷室台住人さん 

表紙下段イラスト：平井由恵 
P.5,7イラスト：まめちん 

New! 


